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離
婚
に
就
い

て
岡

文

規

由奇

我
岡
の
戸
籍
法
上
の
匝
別
h
r
ら
一
三
へ
ば
、
離
婚
に
三

稲
類
が
ゐ
る
。
妻
が
夫
の
家
を
去
る
離
婚
、
夫
が
妻
の

家
を
去
る
離
婚
及
び
離
婚
者
双
方
鳩
家
に
留
ま
る
離
婚

の
ご
つ
の
場
合
が
郎
も
是
で
あ
る
。
離
婚
に
斯
ィ
の
如

、
さ
稀
別
の
生
す
る
原
因
は
、
専
ら
離
婚
の
前
提
候
件
た

る
婚
姻
な
る
も
の
が
普
通
の
婚
姻
、
入
夫
婚
捌
及
び
婿

養
子
婚
姻
の
三
和
類
に
分
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

ι。
卸

も
普
通
の
婚
姻
か
ら
生
中
る
離
婚
は
妻
が
夫
ゆ
家
そ
去

る
離
婚
で
あ
り
、
入
夫
婚
姻
hr
ら
生
中
る
離
婚
は
夫
が

妻
の
一
家
を
去
る
離
婚
で
あ
り
、
婿
養
子
婚
捌
か
ら
生
十

る
離
婚
仁
は
二
科
類
が
ゐ
っ
て
、
一
は
離
婚
さ
同
時
に

離
縁
を
伴
ふ
も
の
で
、
夫
が
妻
の
家
を
去
る
離
婚
で
ゐ

h
、
他
は
離
縁
を
件
は
な
い
離
婚
で
、
隣
婚
者
双
方
が

婚
家
に
留
ま
る
場
合
で
あ
る
。

穆
聞
で
は
あ
る
が
、
犯
の
知
っ

τゐ
る
限
り
で
は
、

離
婚
に
闘
す
る
稀
類
別
研
究
仁
は
加
藤
銀
蔵
氏
の
「
本

邦
の
離
婚
統
計
」
(
統
計
集
誌
、
第
百
五
、
宍
披
)
が
あ
る
許
h
p

雑

錐

離
婚
に
就
い
て

で
あ
っ
て
、
従
来
、
北
の
方
面
の
研
究
は
極
め
て
等
閑

に
附
せ
ら
れ

τ来
た

t
言
一
っ
て
よ
い
。
し
か
る
に
氏
の

研
究
に
も
遺
峨
の
酔
聞
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
例
へ

ば
三
椅
類
の
離
婚
款
に
就
い
て
其
の
百
分
比
例
を
算
出

し
て
、
「
妻
が
夫
の
家
セ
去
る
も
の
最
も
多
(
、
買
で
夫

が
妻
の
門
部
を
去
る
も
の
、
亜
で
離
婚
者
双
方
其
の
家
に

切
ま
る
も
の
、
順
序
な
り
正
す
L

O

E

Z

述
べ

τゐ
ら
れ

る
が
、
各
積
離
婚
の
前
提
僚
件
た
る
婚
姻
の
稀
別
を
、
全

然
考
慮
に
置
か
な
い
で
、
斯
〈
の
如
く
論
断
す
る
事
は
、

論
断
そ
の
者
に
は
何
等
の
誤
謬
が
存
し
て
ゐ
な
い
正
し

℃
も
、
共
の
楠
類
に
従
っ
て
雌
婚
の
割
合
を
測
定
し
よ

う
ご
す
る
目
的
に
劃
L
1
は
、
決
し
て
遁
嘗
な
も
の
で

な
い
ご
考
へ
ら
れ
る
。
今
般
・
り
に
妻
が
夫
の
家
を
去
る

離
婚
教
は
百
で
あ
っ
T
、
夫
が
妻
の
家
を
去
る
離
婚
敷

は
五
十
で
あ
る
ご
せ
よ
o

真
に
ま
た
妻
が
夫
の
家
を
去

る
離
婚
の
可
能
前
提
を
な
す
普
通
の
婚
姻
数
が
千
で
あ

る
に
謝
し
て
、
夫
が
妻
の
家
を
去
る
離
婚
の
可
能
前
提

を
な
す
入
夫
婚
姻
数
が
僅
か
に
二
百
五
十
に
過
ぎ
な
か

っ
た
正
せ
よ
。
こ
の
場
合
に
妻
が
夫
の
家
を
去
る
離
婚

数
は
夫
が
妻
の
家
全
去
る
離
婚
数
に
比
較

L
て
三
倍
大

第
十
九
巷

(
第
二
統
一
五
一
)

二
九
九
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雑

線

離
婚
に
就
い
て

で
あ
る
さ
論
断
す
る
事
は
果
し
て
正
蛍
で
あ
ら
う
か
。

新
〈
の
如
き
般
定
の
下
で
は
、
婚
姻
敷
ご
の
関
係
に
於

て
妻
が
夫
の
家
を
去
る
離
婚
率
は
一

C
M刊
さ
な
旬
、
夫

が
妻
の
家
を
去
る
離
婚
率
は
二

O
d判
ご
な
る
か
ら
、
品
偶

者
は
前
者
に
艶
比
し
て
二
倍
大
で
ゐ
る
ご
論
断
す
る
カ

が
よ
ら

E
嘗
で
ゐ
る
ご
私
は
信
宇
品
。
ぞ
こ
で
私
は
婚

姻
己
の
閲
係
に
於
、
各
積
の
婚
姻
数
に
そ
れ
件
¥
針

路
し
て
ゐ
る
各
積
の
離
婚
率
を
相
互
に
比
較
L
以
て
適

嘗
な
る
結
果
を
求
め
た
い
ご
恩
ふ
。
ご
こ
ろ
が
、
こ
、

仁
計
算
上
一
つ
の
附
害
が
穫
っ
て
ゐ
る
。
ぞ
れ
は
他
で

も
な
い
、
あ
る
一
定
の
離
摘
教
が
ゐ
つ
で
も
、
其
の
離

婚
数
は
何
程
の
婚
姻
敷
中
か
ら
資
生
し
た
も
の
で
あ
る

か
は
我
械
の
統
計
書
で
は
解
ら
な
い
。
従
っ
て
離
婚
率

な
る
も
の
は

E
確
に
計
算
す
る
事
が
出
来
な
い
の
で
あ

第

表

種

別

婚

姻

統

計

第
十
九
巻

(
第
二
抗

一
主
ニ
)

=一

0
0

る
。
そ
こ
で
一
つ
の
推
計
方
法
を
使
用
す
る
必
要
が
生

じ
て
来
る
。
高
野
博
士
2

は
あ
る
年
次
の
離
婚
数
を
同

一
一
年
次
の
婚
姻
数
に
謝
比
し
セ
も
の
を
以
っ
て
離
婚
率

一
を
測
定
し
て
ゐ
ら
れ
る
o
-
』
の
場
合
の
婚
姻
敷
は
其
の

一
離
婚
数
ご
は
無
関
係
の
数
字
で
あ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な

一
い
所
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
百
の
婚
姻
が
あ
b
、
他
方
に

一
は
十
五
の
離
婚
が
ゐ
る
さ
言
ふ
事
は
、
婚
姻
の
一
五
材

一
が
破
鏡
の
嘆
に
了
る
事
を
意
味
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な

一
い
が
、
し
か

L
乍
色
、
そ
れ
を
以
っ
て
離
婚
の
頻
繁
さ

一
以
大
健
測
定
す
る
劫
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

一
そ
こ
で
花
は
高
野
博
士
の
計
算
方
法
に
基
い
て
算
出

一
し
よ
P7
ご
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
発
づ
計
算
一

ω材
料
を
.

一
日
本
官
岡
山
町
計
年
鑑
に
従
っ
て
、
大
正
元
年
乃
至
大
正

↑
十
年
の
積
類
別
婚
姻
数
及
び
離
婿
数
を
友
に
栃
げ
る
。

普

羽

白

婚

姻

入

夫

婚

姻

培

養

子

婚

姻

告

計

大
正
元
午
大
正
二
年
大
正
一
一
一
年
大
正
四
年
大
正
五
年
大
正
六
年
大
正
ヒ
年
大
正
八

H
B大
正
九
年
大
正
十
年

三
一
九
口
、
九
七
一
一
三
九
一
、
歪
回
ニ
一
石
口
一
一
同
口
つ
一
一
三
一
手
品
ぺ
一
主
一
戸
内
口
「
主
ニ
阿
吾
、
一
九
七
雪
冗

4
口

召

『

2
口
同
室
、
八
六
九

ゴ
一
、
五
一
九
一
一
一
」
呈
旦
一
一
品
、
=
一
口
一
一
一
、
八
一
回
=
一
、
Z

川
九
三
一
，
K

也
九
一
回
、
口
出
一
一
五
七
カ
回
一
塁
、
三
一
九
九
回
、
八
品
目
昌

一
一
古
川
，
九
五
一
↓
一
七
、
問
口
D
-
f
A
J
D
口
一
五
J
Z
Z

】百円、究耳目ハ

4

石
、
一
点
王
一
九
一
耳
、
五
四
一
-
石
、
六
一
三
一
一
己
.
主
円
八
一
一
己
.
岡
山
吉

田
呂
、
回
ニ
コ
一
四
三
、
え
七
四
呈
=
ぷ
一
一
三
岡
塁
J
一
一
口
同
一
一
室
、
究
中
岡

N
4
dき
き
口
、
五
八
口
同
八
口
、
一
三
六
車
四
点
」
百
世
豆
一
品
、
三
七

本邦人口白3且在及び婚燕(大E五年版)第六十一頁2) 



程

別

離

婚

統

計

大
正
元
年
大
正
二
年
大
正
三
年
大
正
四
年
大
疋
五
年
大
正
六
年
大
正
七
年
大
正
入
年
大
正
九
年
大
正
十
年

豆日
.
Z
A
ニ
豆
一
、
口
己
主
豆
一
、
哩
一
石
五
一
、
台
ロ
ニ
王
一
、
古
八
口
四
八
、
口
一
円
4

同A
、
七
二
=
一
八
回
晶
、
口
口
八
同
也
、
凡
九
五
同
亙
.
式
八
也

点
、
金
九
十
一
円
、
八
回
吉
一
一
.
A
空
白
、
白
金
「
先
口
山
一
九
一
弔
問
点
、

5u一
方
.
回
口
五
六
、
品
一
士
山
、
-
一
一
八

一
、
七
己
昌
一
、
去
百
一
、
内
比
二
一
.
吾
品
目
一
、
山
一
一
八
四
一
.
豆
白
且
一
、
四
三
一
一
、
Z
九
九
一
、
一
一
石
証
一
、
回
晶
七

五
品
、
一
回
一
一
品
事
「
害
云
五
「
九
九
一
一
五
A
.
九
回
三
士
山
口
」
宣
凶
五
一
1
2
λ

一
ニ
五
一

u.四七
回
墨
寸
八
一
ニ
耳
石
『
吾
一
吾
一
吋
ロ
ニ

第

表

妻
が
夫
白
家
を
去
る
離
婚

夫
が
妻
。
家
を
去
る
離
婚

離
蕗
者
耳
方
婚
家
に
留
ま

る
離
婚
合

音十

次
に
婚
姻
千
に
謝
す
る
離
婚
教
を
算
出
す
る
の
で
ゐ

る
が
、
院
に
逃
ぺ
た
が
如
く
、
離
婚
に
は
三
穏
類
が
あ

る
け
れ
ど
も
、
隣
岬
問
者
双
方
が
其
の
家
に
留
ま
る
離
婚

は
離
婚
に
離
縁
が
件
っ
て
ゐ
な
い
吉
言
ふ
丈
の
事
で
、

離
婚
ご
言
ふ
事
費
は
立
波
に
起
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
夫
が
妻
の
家
を
去
る
離
婿
ご
離
婚
者
双
方
が
婚
家

に
留
ま
る
離
婚
Z
は
、
離
婚
Z
一
五
ふ
酔
聞
か
ら
言
へ
ば
一

第

三

表

婚
姻
千
に
封
ず
る
離
婚
般

束
仁
し
て
取
扱
っ
て
差
支
へ
な
い
さ
思
は
れ
る
の
で
、

妻
が
夫
の
家
を
去
る
蹴
婚
数
は
普
通
の
婚
姻
数
に
針
比

せ
し
め
、
夫
が
妻
の
家
を
去
る
離
婚
数
及
び
離
婚
者
双

方
婿
家
に
留
ま
る
離
婚
数
の
合
計
は
入
夫
婚
姻
数
及
び

婿
養
子
婚
姻
敷
の
合
計
に
謝
比
せ

L
め

τ、
そ
れ
ト
¥

婚
姻
千
に
劃
す
る
離
婚
数
を
算
出
す
る
ご
左
表
の
如
〈

で
あ
る
c

大
正
元
年
大
正
三
年
大
正
三
年
大
正
四
年
大
正
五
年
大
正
六
年
大
止
七
年
大
正
A
年
大
正
九
年
大
正
十
年

妻

が

夫

の

家

&

去

る

場

合

=

一

一

骨

一

ヨ

ロ

一

-

一

一

証

一

一

主

一

五

一

一

八

一

宅

一

三

占

禁

宅

夫

が

妻

の

家

を

去

り

又

仕

三

八

三

回

-

一

口

唱

-

三

三

八

一

九

二

一

一

一

七

八

一

A
A

一

室

五

日

双
方
婚
家
に
留
室
る
場
合

偏

差

九

一

合

会

合

A
A

主

主

主

完

主

右
の
表
に
就
い
て
見
る
に
、
妻
十
が
夫
の
家
を
去
る
離

婚
数
は
普
通
の
婚
姻
千
に
付
い
て
、
卒
均
百
十
七
で
あ

雑

品Ik

離
婚
に
就
い
て

一一平
完突芸均

最つ
f氏て
は
大最
正高
九は
;;;年大
との正
競九二
一十年
n.六及
乙でぴ
あ大
芸る正
二、 o Ji. 
夫年
カま U)
妻百
の三
家十
を、

第
十
九
巻



雑

鍛

離
婚
に
就
い
て

去
り
又
は
双
方
婚
家
に
留
ま
る
離
婚
数
は
、
入
夫
婚
姻

及
び
婿
養
子
婚
姻
千
に
付
い
て
、
平
均
百
九
十
六
で
あ

っ

τ、
最
高
は
大
正
元
年
の
二
百
十
八
、
最
低
は
大
正

九
年
の
百
六
T
五
で
あ
る
。
ぞ
こ
で
双
方
の
離
婚
数
を

比
較
す
る
に
、
夫
が
妻
の
家
を
去
り
、
又
は
双
方
婦
中
部

に
留
ま
る
離
婚
数
は
、
妻
が
夫
の
家
を
去
る
離
競
数
に

比
較
し
て
、
各
年
ご
も
一
の
例
外
も
な
〈
優
勢
で
あ
っ

て
、
平
均
に
於
て
七
十
九
郎
も
六
割
七
分
強
を
凌
駕
し

て
ゐ
る
。
こ
れ
は
妻
が
夫

ω家
に
入
品
婚
姻
に
於
て
よ

'
り
も
、
犬
が
妻
の
家
に
入
る
婚
姻
に
於
て
、
離
婚
の
割

合
が
一
府
多
い
さ
言
ふ
事
貨
を
一
市
す
も
の
に
外
な
ら
な

い
I
C

印
も
夫
婦
の
結
合
力
は
、
妻
が
夫
の
家
に
入
る
婚

姻
の
場
合
に
比
較
し
て
、
夫
が
妻
の
家
に
入
る
婚
姻
の

第

四

表

婚
畑
千
に
謝
す
る
離
婚
前

第
十
九
巻

一
五
回
〕

O 

(
第
三
説

場
合
の
方
が
弱
い
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
其
の
原

因
は
何
で
あ
る
か
に
就
い
て
立
ち
入
っ
た
説
明
は
今
之

を
避
り

τ、
只
右
の
如
き
事
賢
を
示
す
に
留
め
て
置

く。
困
に
離
婚
'
者
双
方
が
婚
家
に
留
ま
る
離
婚
数
を
除
外

し
て
、
婚
姻
千
に
針
す
る
離
婚
数
を
算
出
し
、
妻
が
夫

の
家
を
去
る
場
合
の
婚
姻
千
に
劃
す
る
離
婚
数
百
を
比

較
し
て
偏
差
を
示
し
た
も
の
が
左
表
で
あ
る
が
、
こ

ω

場
合
に
於
て
も
、
主
(
の
差
数
こ
そ
前
の
場
合
よ
h
は
小

さ
く
な
っ
て
ゐ
る
が
、
傾
向
そ

ω者
は
前
の
場
合
ご
全

然
同
一
で
あ
っ
て
、
妻
が
夫
の
家
を
去
る
離
婚
数
に
比

較
L
て
、
夫
が
妻
の
家
を
去
る
離
婚
敷
は
常
じ
優
勢
で

あ
る
ご
言
ふ
事
が
出
来
る
。

大
正
元
年
大
正
二
年
大
止
三
年
大
正
四
年
大
正
五
年
大
正
六
年
大
正
七
年
大
正
八
年
大
正
九
年
大
正
十
年

夫
が
妻
白
家
を
生
る
場
合
一
者
一
き
一
一
一
主
一
三
一
主
一
歪
一
回
A

一

量

一

孟

一

王

偏

差

同

省

同

一

一

空

間

思

量

同

一

塁

克

巳

一平
空元長J


